


















がいる。頼政は治承四年（一一八〇） 、以仁王とともに平家打倒の兵を挙げたことで、日本史上に著名である。 『平家物語』には南都寺院の衆徒の合力を期待して園城寺から南に向かう途次、宇治平等院の前で平家 追討軍と戦い、壮絶な最期を遂げた頼政の姿が描かれている。　
貴族社会における頼政のありようは、頼政の事績が記録類にあ
まり残らないこともあって、むしろ、 『平家物語』に描かれる人物像を通して理解されてきた面がある。いわゆる「以仁王の乱」の解釈に対しても、 『 家物語』 与えてきた影響は大きい。　『平家物語』に描かれる頼政は、以仁王に挙兵を勧めるに際し、自らの身の上につい 、　　
朝敵をもたいらげ、宿望をとげし事は、源平いづれ勝劣なかりしかども、今者雲泥まじはりをへだてて 主従の礼にもなほ劣れり
*1。 （ 「源氏揃」 ）
と述懐し、また、男仲綱が宗盛（清盛男）に恥辱を受けたと知るや、　　
何事のあるべきと思ひあなづッて、平家の人どもがさやうのしれ事を言ふにこそあんなれ。其儀ならば、命いきてもなにかせん。便宜をうかゞふてこそあらめ。 （ 「競」 ）





















年正月）に起こった昇殿と昇階をめぐ 贈答歌が二十八首も取り入れられている。六条天皇の父二条天皇は、八条院の母美福門院に育てられた。二条天皇の踐祚は鳥羽院によって決定されたが、そこ は美福門院 強い意向が反映していた
*5。六条天皇は、院政













人であった六条天皇を「当今」と呼ぶことを含めて、 『頼政集』雑部の編纂姿勢は 時代の事績に著しく偏しており これを先述した二条―六条―以仁王と続く皇統と関わらせて考えてみると、頼政は皇統をめぐる自らの選択の意思を家集に密かに籠めたのではないかとも推察され のである
*8。
　『頼政集』の雑部には鳥羽院を回顧する詠も見え、鳥羽院近臣で二条天皇の側近と ても活躍した惟方との贈答も多く収載されている。また、贈答の相手 、重家や隆信、 いは二条天皇中宮育子の台盤所など、二条天皇と密接であった人物の名が散見される。 『頼政集』の雑部の性格については詞書の叙述等にも注目しつつ、なお慎重に検討する必要があると思われる。こうした観点から、本稿では詞書 登場 人物のうち これまでほとんど注意を向けられること なかっ 藤原重 を取り上げて、そ 事績をまとめてみることにする。二　『頼政集』雑部六〇七番歌
















女院が百日懺法を行った折に、僧に与える布施として童の着る水干装束を進献しようとしたが、親しい人々が送ってきた中に、 「中宮権大進重家」 の献じた物が特に素晴らしかったので、 頼政が 「施入した水干にあなた 殊勝なお心は現れていますよ」と称賛 た。「せきいるる」に「施入する（神仏や寺社に財物を献ずる） 」意と「堰き入れる（流れを堰き止めて他の所に流し入れる） 」意を掛け、「水ほす」に「水
すいかん
干」と「水干す（水を干上がらせる） 」意を掛け

























同系統の下冷泉家旧蔵本や国立歴史民俗博物館蔵高松宮旧蔵本等も、当該の人物名は「重顕」となってい が、重顕という名で中宮大進となった も見出すことができな 。　
そこで、詞書に見える「親しき人」の表現を手がかりに、頼政











女である。重方は養和元年（一一八一）八月二十九日に五十八歳で出家しているので（弁官補任 ・ 尊卑分脈） 、 天治元年（一一二四）生である。重頼は重方の二十歳の時の子と仮定して、康治二年（一一四三）生となるが、後に述べるごとく、事績の初出が久寿二年（一一五四） から、もう少し早い生まれと推定される。　
重方は近衛天皇時代の康治元年（一一四二）六月に六位蔵人に
補された（本朝世紀 ・ 十二日条） 。これ以前は木工助 、新院（崇徳院）蔵人を兼ねていた。同年十月十日 右近将監となり（本朝世紀） 、翌康治 四月九日に叙爵 蔵人を降りた。その後、仁平三年（一一五三）には宮内少輔と 見える（兵範記・九月十八日条） 。また、同年閏十二月六日に鳥羽北殿で催さ 鳥羽院の仏名には「判官代重方」が参じており、 院判官代を勤めていたと知られる。保元元年（一一五六）十月 日、後白河天皇后忻子（藤原公能女 が中宮になると、その権大進 なった（山槐記・除目部類） 。二条天皇時 に入ると、応保元年（一一六一）九月十五日に五位蔵人に補され（山槐記） 、長寛二年（一一六四）正月に職を解かれるが、同年八月還補された。六条天皇踐祚後も五位蔵人 補され、仁安元年（一一六六 八月二十七日にこれを降りて、左衞門権佐に任ぜられた 山槐記・除目部類 。仁安年（一一六七）正月三十日に右少弁（兵範記）となって以後は、
弁官として累進し、養和元年、右大弁の折に病気で出家するまで勤めている。蔵人・衛門権佐・弁官を歴任するなど、勧修寺家の人らしく実務の才に優れていたことがうかがわれる。永暦元年（一一六〇）十二月五日には後白河院の仏名を「判官代重方」が奉行するなど（山槐記） 、後白河院に侍しての事績も見え が、鳥羽院に近侍し、同院によっ 正統な皇統とされた近衛・二条両帝の蔵人を勤めるなど、その活動の場は頼政と近い。　
重頼は母方の係累の政治的立場も注意される。重頼の外祖父清













ている。重頼は十代後半かと推定される。保元三年（一一五八）八月十一日、二条天皇が踐祚した。同月二十三日、坊官除目があり、重頼は大舎人助となり、仲綱は叙爵して蔵人を降りた 山槐記 ・ 兵範記） 。重頼は同年十二月二十九日の除目で左近将監となっている（　
応保二年（一一六二）十月二十八日、父重方の譲りを受けて宮




頼」は「御送」の人数に入った（兵範記） 。承安元年（一一七 ）十二月六日、院において朝覲行幸定があり 重頼は「御装束」の担当を宛てられている（兵範記） 。嘉応以降、後白河院に関わる
事績が見えるが、あるいは、上西門院（後白河院同母姉）に侍しての 仁安頃から接近していたものか。頼政も仁安二年以降、後白河院との関わっての活動が顕著であり、公的活動のあり方に共通性 認められる。　
承安二年（一一七二）二月十日、高倉天皇女御平徳子が立后し、
重頼は中宮少進、頼政の養子（頼政の兄頼行 男） 「正六位上源兼綱」が同権少進となった。兼綱は徳子が女御であった時の勾当を勤めていた（玉葉） 。翌三年四月十三日 高倉天皇の賀茂行幸が行われた。行幸の勧賞があり、父重方の譲りを受け正五位下に叙された（玉葉） 。 年六月十二日、清盛の室時 八条持仏堂の供養を行い、 「由来人々」が参じた。群衆 中に「右中弁重方并息重頼」がい が、 そのことについて或人は「不知其由緒」と語ったという（吉記） 。　
承安四年（一一七四）八月四日、勧修寺八講に参じた。 『吉記』
には「中宮大進重頼」と記され、こ 時までに大 に昇進していたと推測される。同月二十四日、藤原実定 催した室顕長女の周忌法会に参じた。 「中宮権大進」と見える（吉記） 。重頼の父重方は、実定の同胞である忻子が後白河天皇中宮となった時 権大進を勤めており、重方家と実定家との密接な関係を推測しうる。　
同年十一月、春日祭に際して重頼は中宮使となったが、奈良ま






し、 「中宮権大進重頼」と「伊豆守仲綱」が供奉している（吉記） 。重頼は治承元年（一一七七）四月十六日の賀茂祭でも中宮使を勤めたが（玉葉・顕広王記） 、翌二年四月十三日に中宮権大進を辞した（玉葉） 。　
治承二年（一一七八）六月二十七日、 高倉天皇皇女で小督局（藤













頼」が扈従した（山槐記） 。朝方は後白河院近臣である。寿永二年（一一八三）二月二十九日、後白河院 逆修が行われ重頼も参じたが、殿上人が皆布衣であったの 、重頼一人が衣冠であったので、人々は怪しんだという（吉　
治承 ・ 寿永の内乱が終熄すると、重頼は鎌倉に姿を現わす。 『吾
妻鏡』文治元年（一 八五）十月二十四日条 、勝長寿院の供養の記事の中に、 「宮内大輔重頼奉行会場以下」と見える。また、同日条には、頼朝 行列に従う人々として、 「宮内大輔重頼」 ほか「源蔵人大夫頼兼」 「駿河守源広綱」 「皇后宮亮仲頼」の名が見える。頼兼は頼政男で、 「大内守護」の職を継いだ人物、広綱は頼政男仲綱の子である（尊卑分脈） 。翌二年正月三日条には 頼朝が直衣始の後はじめて鶴岡八幡宮に参詣し 重頼・広綱・ 兼が供奉したことが記される。　
文治四年（一一八八）七月十三日、後白河院近臣である隠岐守
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